
新規作物チャガラシの試作予告

試験区 乾物収量
kg／１０a

Ｎ
kg／１０a

Ｐ
kg／１０a

Ｋ
kg／１０a Ｃ／Ｎ比

緑肥用エンバク ８４２ １５．５ ２．５ ３３．０ ２６．１
ヘイオーツ ７１１ １２．４ ２．２ ２６．１ ２５．８
キ カ ラ シ ６２３ １３．１ １．６ ２３．７ ２１．７
ま め 助 ３１８ １１．７ １．４ １４．３ １２．２
ヒ マ ワ リ ５６６ ８．９ １．２ １７．５ ２９．３

表１．各種緑肥作物の乾物収量ならびにＮ、Ｐ、Ｋ収量
（士幌町、２０００年）

写真１．チャガラシＹ－０１０の草姿

図２．収穫時におけるテンサイ根部の根腐病発病程度とそ
の製品率（雪印種苗㈱）

道道内内向向けけ
緑緑肥肥作作物物のの選選定定ポポイインントトととそそのの活活用用方方法法

はじめに

当社では数多くの緑肥作物を取り扱っており、地力

増進や遊休農地管理など従来の使用目的のみならず、

近年は緑肥作物が持つ潜在能力を生かし機能性を持た

せた利用方法も普及しております。

今回はそれらの中で、畑作物を中心に秋播き小麦収

穫後に緑肥作物を導入する場合の選定に焦点を当てて

みたいと思います。

１．後作にテンサイを栽培する場合

十勝地方で秋播き小麦の後作として、各種緑肥作物

を栽培しました。炭素率（C／N）はベッチ類「まめ助」

が１２と低く、シロガラシ「キカラシ」で２０前後となり、

その他の作物は２５を超えていました（表１）。これらの

ことから、「まめ助」や「キカラシ」は翌年の窒素肥効

がもっとも期待できると考えられます。

後作のテンサイの修正糖収量（根中糖分から不純物

を差し引いたもの）は「キカラシ」栽培区で最多収、

次にヒマワリ、「まめ助」、エンバク野生種「ヘイオー

ツ」栽培跡の順で多収となりました（図１）。

以上の結果から、テンサイの前作は炭素率が低く、

翌年の窒素肥効が高い「キカラシ」や「まめ助」が適

しています。

なお、昨年は全道的な褐斑病の発生に加えてテンサ

イの根腐れ症状の発生も認められました。リゾクトニ

ア菌によって引き起こされる根腐病については、２００６

～２０１０年農林水産省の実用技術開発事業で育成された

新規緑肥作物チャガラシ（Ｙ－０１０、写真１）を導入す

ることで、発病軽減効果が認められています（図２）。

本年については、試験的な利用で種子供給ができると

思われますので、興味のある方は弊社営業所に問い合

わせ下さい。

図１．各種緑肥作物栽培後の後作テンサイの糖収量
（士幌町、２００１年、雪印種苗㈱）

数字は無栽培区を１００とした時の値
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図３．各種緑肥作物栽培後の後作アズキの収量
（士幌町、２００１年、雪印種苗㈱）
数字は無栽培区を１００とした時の値

写真２．アズキ落葉病の症状

２．後作にマメ科作物を栽培する場合

上記のテンサイの試験と同様に、小麦跡に夏播き緑

肥を鋤き込んだ翌年にアズキ「きたのおとめ」を栽培

しました。エンバク野生種「ヘイオーツ」の後作アズ

キでは着莢数が増え、子実収量が無栽培区と比べて

１２０％と最多収となりました（図３）。

また、土壌伝染性病害のひとつであるアズキ落葉病

についても緑肥作物の効果を検討しました。本病に罹

病したアズキは下位葉から落葉し、着莢や子実の肥大

が不良となるため、収量が低下します（写真２）。近年、

本病に対する抵抗性品種が開発され被害は少なくなっ

ている一方で、これらを侵すレースの存在が確認され

ています。

秋播き小麦収穫後、夏播きで緑肥作物を導入し、翌

年にアズキ「エリモショウズ」を栽培して発病程度を

比較しました。無栽培区を含め、エンバク野生種「ヘ

イオーツ」栽培区以外の処理区は８０％以上の罹病個体

率でしたが、「ヘイオーツ」区の罹病個体率は６８％、褐

変上昇率（株あたりの褐変した節の割合）は３４％とな

り、無栽培区や他緑肥導入区より発病が軽減しました

（図４）。

この発病軽減効果のメカニズムについて調査したと

ころ、土壌中の病原菌量が一定である場合には、キタ

ネグサレセンチュウの土壌中密度が増加するにつれて

アズキの褐変上昇率が高くなることから土壌中のキタ

ネグサレセンチュウが発病程度に関与していることが

明らかとなりました。

よって、線虫対抗作物「ヘイオーツ」の導入により

キタネグサレセンチュウ密度を減らすことは重要であ

ると思われます。

なお、近年の研究成果（道総研 中央農業試験場

生産研究部）では道央の転換畑で後作緑肥を導入して

ダイズを生産する場合は、エンバク野生種が望ましい

という結果が報告されました。これはエンバク野生種

の栽培により下層土の物理性改善効果が高く、鋤き込

んだ際の理化学性の改善効果も高いということでし

た。また、肥料効果が効いてくるのが夏以降というこ

とで生育初期のダイズ根粒菌に悪い影響を与えないと

いうこともあるようです。

以上の結果から、マメ科作物を導入する前作にはエ

ンバク野生種「ヘイオーツ」をお勧めします。なお、

ダイズやアズキに被害を及ぼすダイズシストセンチュ

ウが問題となる場合には、クリムソンクローバ「くれ

ない」の導入が効果的です。ただし、キタネグサレセ

ンチュウが多い圃場では、クリムソンクローバの導入

によりこの線虫が増えることが懸念されますので、後

作にはマメ科以外の作物にするか、休閑となりますが

春播きで「くれない」を導入、夏播きで「ヘイオーツ」

を入れていただければ、両線虫の密度低減効果が期待

できます。

（北研 佐久間）

図４．後作緑肥の種類と後作アズキの落葉病被害程度
（士幌町、２００１年、雪印種苗㈱）

雪たねニュース （３）平成２３年（２０１１年）５月１日発行 №３３７号

ｒｖｅｒ／雪たね／雪たね　北海道版／２０１１年／雪たねニュース（北海道）３３７号／００２～００３  2011.04.06 14.51.07  Page 3 


